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日
本
共
産
党
第
二
九
回
党
大
会
決
議
案
（
案
）
骨
子 

 
第
一
章 

国
際
情
勢
と
改
定
綱
領
の
生
命
力 

（
１
）
深
刻
な
逆
流
に
抗
し
て 

 
 

①
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略―

―

「
国
連
憲
章
を
守
れ
」
で
の
団
結
こ
そ
解
決
の
道 

 
 

②
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
の
中
止
、
即
時
停
戦
の
合
意
を 

③
軍
事
対
軍
事
の
悪
循
環
に
反
対
し
、
包
摂
的
な
平
和
の
枠
組
み
を 

（
２
）
世
界
史
の
本
流
の
発
展―

―
三
つ
の
分
野
で 

①
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
が
も
た
ら
し
た
変
化―

―

日
本
の
進
路
が
問
わ
れ
て
い
る 

②
平
和
の
地
域
協
力
の
流
れ
の
前
進
と
、
日
本
共
産
党
の
「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」 

③
人
権
問
題
の
前
進
、
奴
隷
制
と
植
民
地
支
配
の
歴
史
的
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
流
れ 

④
公
正
な
世
界
を
求
め
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
に
注
目
し
、
連
携
す
る 

（
３
）
中
国
に
か
か
わ
る
綱
領
上
の
規
定
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て―

―

こ
の
四
年
間
の
と
り
く
み 

①
中
国
と
ど
う
向
き
合
う
か―

―

前
大
会
で
確
認
し
た
諸
点
を
ふ
ま
え
て 

②
「
日
中
両
国
関
係
の
前
向
き
の
打
開
の
た
め
の
提
言
」
に
つ
い
て 

（
４
）
野
党
外
交
と
国
際
連
帯―

―

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
全
体
に 

①
ア
ジ
ア
政
党
国
際
会
議―

―

総
会
宣
言
に
「
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
を
回
避
」
が
明
記 

 
 

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
左
翼
・
進
歩
諸
党
と
の
新
た
な
交
流
と
連
帯 

 
 第

二
章 

自
民
党
政
治
の
ゆ
き
づ
ま
り
と
日
本
共
産
党
の
任
務 

（
５
）
自
公
政
権
と
国
民
と
の
矛
盾
が
極
限
に
達
し
て
い
る 

（
６
）
戦
争
の
準
備
で
な
く
、
平
和
の
準
備
を―

―

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
か
ら
の
脱
却
を 

①
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
許
さ
な
い 

 
 

②
タ
ガ
が
は
ず
れ
た
「
米
軍
基
地
国
家
」
の
異
常―

―

沖
縄
と
の
連
帯
を
訴
え
る 

③
９
条
改
憲
を
許
さ
な
い―

―

揺
る
ぎ
な
い
国
民
多
数
派
を
つ
く
ろ
う 

 
 

④
異
常
な
対
米
従
属
を
ど
う
や
っ
て
打
破
し
て
い
く
か―

―

「
二
重
の
取
り
組
み
」
を
貫
く 

（
７
）
日
本
経
済
再
生
の
道―

―

「
財
界
中
心
」
の
政
治
の
転
換
を 

①
「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」―

―

自
民
党
政
治
が
も
た
ら
し
た
経
済
の
停
滞 

 
 

②
政
治
の
責
任
で
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
の
た
め
の
総
合
的
改
革
に
と
り
く
む 

 
 

③
格
差
を
た
だ
し
暮
ら
し
を
守
る
税
・
財
政
の
改
革
を
す
す
め
る 

④
気
候
危
機
打
開
・
原
発
ゼ
ロ
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上―

―

持
続
可
能
な
経
済
へ
の
改
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革
を
す
す
め
る 

（
８
）
人
権
後
進
国
か
ら
先
進
国
に―

―

政
治
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る 

①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
へ―

―

運
動
と
連
帯
し
、
政
府
を
追
い
つ
め
よ
う 

 
 

②
子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
日
本
に―

―

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
具
体
化
・
実
施
を 

 
 

③
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
人
権
が
尊
重
を
さ
れ
る
日
本
を 

（
９
）
国
民
運
動
と
統
一
戦
線
の
発
展
の
た
め
に 

①
各
分
野
の
国
民
運
動
の
新
し
い
発
展
の
流
れ 

②
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
到
達
点
と
展
望 

（
１
０
）
総
選
挙
と
地
方
選
挙
を
た
た
か
う
方
針
に
つ
い
て 

①
総
選
挙
の
歴
史
的
意
義
と
目
標
に
つ
い
て 

 
 

②
ど
う
い
う
政
治
姿
勢
で
た
た
か
う
か―

―
二
つ
の
姿
勢
を
堅
持
し
て 

 
 

③
総
選
挙
躍
進
へ
の
独
自
の
取
り
組
み―

―

「
三
つ
の
突
破
点
」
で
新
し
い
た
た
か
い
に
挑
戦 

④
地
方
選
挙
で
の
前
進
と
世
代
的
継
承
の
と
り
く
み 

 
 第

三
章 

党
建
設―

―

到
達
と
今
後
の
方
針 

（
１
１
）
多
数
者
革
命
と
日
本
共
産
党
の
役
割 

①
不
屈
性
と
先
見
性
を
発
揮
し
、
革
命
の
事
業
に
多
数
者
を
結
集
す
る 

 
 

②
民
主
集
中
制
の
組
織
原
則
を
堅
持
し
、
発
展
さ
せ
る 

（
１
２
）
第
二
八
回
党
大
会
・
第
二
決
議
（
党
建
設
）
に
も
と
づ
く
党
づ
く
り
の
到
達
点 

（
１
３
）
前
大
会
以
降
の
教
訓
を
ふ
ま
え
た
党
建
設
の
強
化
方
向 

 
 

①
党
員
拡
大
の
日
常
化―

―

前
大
会
以
降
の
独
自
追
求
の
教
訓
を
生
か
し
て 

②
世
代
的
継
承
を
党
づ
く
り
の
目
標
・
実
践
の
中
軸
に
す
え
、
全
党
あ
げ
て
と
り
く
も
う 

 
 

③
今
日
に
お
け
る
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
中
心
の
党
活
動
の
生
命
力
と
課
題 

 
 

④
綱
領
、
規
約
、
党
史
、
科
学
的
社
会
主
義
の
一
大
学
習
運
動
に
と
り
く
も
う 

 
 

⑤
週
一
回
の
支
部
会
議
を
確
立
し
よ
う 

 
 

⑥
党
費
を
根
幹
と
す
る
党
財
政
の
確
立
を 

⑦
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
党
機
関
の
活
動
強
化
を
は
か
ろ
う 

 
 第
四
章 

世
界
資
本
主
義
の
矛
盾
と
科
学
的
社
会
主
義 

（
１
４
）
世
界
資
本
主
義
の
矛
盾
の
深
化
と
社
会
主
義
へ
の
期
待
の
広
が
り 

―
―

空
前
の
規
模
で
の
格
差
拡
大 
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―
―

気
候
危
機
の
深
刻
化 

―
―

社
会
主
義
へ
の
期
待 

（
１
５
）「
人
間
の
自
由
」
こ
そ
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
目
的
で
あ
り
特
質 

 
 
―
―

「
利
潤
第
一
主
義
」
か
ら
の
自
由 

 
 
―
―

人
間
の
自
由
で
全
面
的
な
発
展 

 
 
―
―

発
達
し
た
資
本
主
義
国
の
巨
大
な
可
能
性 

 

第
五
章 

一
世
紀
の
歴
史
に
学
び
、
新
た
な
一
世
紀
に
向
か
お
う 

（
１
６
）
党
史
『
日
本
共
産
党
の
百
年
』
編
纂
の
意
義 

（
１
７
）
党
史
を
貫
く
三
つ
の
特
質―

―

次
の
一
〇
〇
年
で
さ
ら
に
発
展
を 

（
１
８
）
迫
害
や
攻
撃
と
た
た
か
い
、
自
ら
を
鍛
え
、
成
長
を
か
ち
と
っ
た
歴
史 

（
１
９
）
党
の
歴
史
的
発
展
段
階
と
党
建
設
の
意
義 


